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ＮＧＮの今後の展開について

平成1８年１２月1９日

情報通信審議会 ＩＴＵ-Ｔ部会
次世代ネットワーク委員会主査

淺谷 耕一

参考資料６



2

平成1８年７月のＮＧＮｰＧＳＩ第５回ＳＧ１１、１３会合においてＮＧＮのスコープ、要求
条件、ＱｏＳの一般則などを中心とするＮＧＮリリース1の基本的勧告案を確定。
また、１０月に開催されたＳＧ１３ＷＰにおいて、継続検討となっていた６件のＮＧＮ
勧告が合意された。

当面の予定 ２００７年 １月 ＮＧＮｰＧＳＩ会合
４月 ＮＧＮ関連ＳＧ会合
９月 ＮＧＮｰＧＳＩ会合

ＩＴＵｰＴにおける最近の動向

（１）ＮＧＮリリース１勧告案の完成（１）ＮＧＮリリース１勧告案の完成

ＳＧ１３において合意された１２件の草案の他に、ＳＧ１１、ＳＧ１９においてそれぞれ
１件が合意され、合わせて１４件のＮＧＮに関する草案が順次電子投票（ＡＡＰ）等で
勧告化。このうちＮＧＮ要求条件とセキュリティ要求条件の２勧告においては従来手
続き（ＴＡＰ）が適用されることとなった。

（２）ＮＧＮ ＧＳＩにおける勧告化状況（２）ＮＧＮ ＧＳＩにおける勧告化状況

基本的な勧告案の確定を合わせ日本から提案した補足提案も合意され、具体的
なプロトコルを定める関連技術勧告を２００７年９月までに完成させることとなった。

（３）関連勧告の整備（３）関連勧告の整備
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NGNリリース3・RFID等

NGNリリース2
・エンターテイメント
・家庭内ネットワーク等

(*)

ＮＧＮ標準化のステップ

NGN リリース1

対象とするサービス

(*) リリース１の対象サービス

・マルチメディア（リアルタイム音声、映像、
マルチメディア会議、データ通信 等）

・PSTN/ISDNエミュレーション・シミュレーション
・その他（ＶＰＮ、緊急通信（ＥＴＳ） 等）

• ＮＧＮでは特定のサービスと能力（Services and  Capabilities）を段階的に実現
（リリースコンセプト）

• サービスの記述、アーキテクチャとプロトコル要求条件、プロトコルの３ステージで検討

リリース１機能の
更新

リリース２機能の
更新

・マルチメディア
・PSTN/ISDN
エミュレーション

・ストリーミング
サービス

・ユビキタスサービ
ス

欧州電気通信標準化機構（ＥＴＳＩ）が
進めてきた規格をベースに展開

Sept.2007

リリース２以降では、日本
が議論をリードしていくこと
が重要

※リリース２以降の詳細は今後の検討
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ＮＧＮリリース２への対応

ＮＧＮ-ＧＳＩにおけるリリース２の検討状況
Q.4（NGNのためのQoSの要求条件とフレームワーク）においてリリース２スコープ、
検討課題およびその優先度が議論されるなど、リリース２の策定に向けた検討が開始
されているものの、関心はまだ高まっていない状況。

リリース２以降に向けた対応

① ＮＧＮについては、既存網からIP網への移行、多様なアプリケーションの実現と
いった大規模な市場の形成が期待されており、我が国の国際競争力を維持・発展さ
せるためには国際標準の獲得が重要になる。

② 現在、ＮＧＮの標準化提案については、国際競争力の向上に向け、ＩＴＵ－Ｔ部会
における次世代ネットワーク委員会のワーキンググループとＴＴＣにおけるアップスト
リーム・サブワーキンググループを合同で開催するなど、その取組みを強化している
ところ。

③ また、ＮＧＮの普及促進や今後の高度化に向けて産学官の連携を強化する場とし
て「次世代ＩＰネットワーク推進フォーラム」が設置されており、幅広い分野のメンバー
が参加している本フォーラムの成果も必要に応じて取り入れながら、標準化提案の
一層の展開を図っていく予定。
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ＮＧＮにおける研究開発・標準化項目

次世代IPネットワーク推進フォーラム

研究開発・標準化部会

戦略検討ワーキング・グループ
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次世代IPネットワーク推進フォーラムにおける検討状況

産・学・官の連携のもと、次世代ＩＰネットワークの相互接続試験・実証実験
に総合的に取り組むとともに、研究開発・標準化等を戦略的に推進すること
を目的として、2005年12月に、情報通信開発機構（NICT）を事務局として、
次世代IPネットワーク推進フォーラムが設置された。

同フォーラムの「研究開発・標準化部会」では、「戦略検討ワーキング・グ
ループ」の中に系統別にサブワーキンググループを設置し、重要技術項目
の抽出や優先順位付けについて検討中。

インフラ系技術サブワーキンググループ
伝達層の高度化、品質管理(QｏS)等

セキュリティ系技術サブワーキンググループ
安全性・信頼性、緊急通信等

サービス系技術サブワーキンググループ
固定・移動融合、端末・アプリケーション等
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相互接続WG
リーダー：中野 尚（ＫＤＤＩ）
（ 相互接続試験の企画、

推進、関係機関の調整）

企画推進部会
部会長：松島裕一

（ＮＩＣＴ理事）

（普及促進・情報交流等）

技術部会

部会長：後藤滋樹

（早稲田大学教授）

研究開発・標準化部会

部会長：淺谷耕一

（工学院大学教授）

（研究開発、国際標準化に関する検討）

次世代IPネットワーク推進フォーラム

会 長：齋藤 忠夫（東京大学名誉教授）

副会長：山田 隆持（ＮＴＴ）、伊藤 泰彦（ＫＤＤＩ）

事務局
（NICT）

インフラ系技術SWG
主査：青木道宏 （NTT）

セキュリティ系技術SWG
主査：江川尚志 （日本電気）

サービス系技術SWG
主査：磯村 学 （KDDI）

技術基準検討ＷＧ
リーダー：粟野 友文（ＮＴＴ）
（技術基準の検討・実証）

戦略検討ＷＧ
リーダー：淺谷 耕一（工学院大）
サブリーダー：井上 一郎（ＮＴＴ）

三澤 康臣(ＫＤＤＩ)
久保田文人(ＮＩＣＴ)

（研究開発・標準化の基本戦略
及び推進方策の検討）

次世代ＩＰネットワーク推進フォーラム組織図［参考］
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サービス制御機能

ﾘｿｰｽ受付制御機能

ユーザー

ネットワーク
アクセス
ネットワーク コア・ネットワーク

プロバイダ
ネットワーク

サービスストラタム

トランスポートストラタム

NGN 基盤

①各機能ブロック間のインターフェース

NGN
ﾙｰﾀ

②ﾘｿｰｽ受付制御機能、NGNﾙｰﾀの詳細

③ｱｸｾｽﾈｯﾄﾜｰｸ及びﾕｰｻﾞｰﾈｯﾄﾜｰｸの制御方式

④装置のリファレンスモデル

⑤セグメントモデルとサービスモデル

サービスプロバイ
ダとのセッション
接続

(1) NGNアーキテクチャを用いたエンドエンドQoS制御方式

(2)ユーザ主導のエンドエンドQoS制御方式

アクセス・ネットワーク コア・ネットワーク プロバイダ
ネットワーク

トラヒック計測・予測技術及びプロトコル

ユーザ主導のﾘｿｰｽ受付
制御機能相当の規定

① インフラ系技術の研究開発・標準化

サービスプロバイ
ダとのセッション
接続

ユーザー
ネットワーク

NGN
ﾙｰﾀ

NGN
ﾙｰﾀ

NGN
ﾙｰﾀ
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② セキュリティ系技術の研究開発・標準化

事故、災害、故障

故意の攻撃

NGN利用者向け
技術

NGN向け
技術

IPTV向け
マルチキャスト
高信頼化

災害時
即時復旧

NGN活用型
セキュリティ

NGN機能を活用したe2e通信防御

大規模災害

サービス・トランスポート
を跨る網再構成

網ポリシ管理 災害情報push

ヘテロ網統合運用 インシデント管理

マルチキャストツリー迂回

迂回網設計 RACS連携

迂回対応プロトコル 障害制御連携

ログ管理 セキュア通信 内部統制ガイドライン
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ネットワーク

端末 アプリケーション

トランザクション型

アプリケーション通信技術

端末保守運用
プロトコル技術

プレゼンス・コンテキスト
共用システム
相互接続技術

FMC環境における
サービスリソース制御技術

ユーザ環境・要求

プレゼンス
コンテクスト

(収集)
プレゼンス
コンテクスト

(提供)

第3世代携帯

第4世代携帯以降

FTTH
ADSL

PAN

移動通信網

コンテクストの把握

RFID、センサNW

③ サービス系技術の研究開発・標準化

注）

プレゼンス：
プレゼンスシステムにお
いて収集，提供されるオ
ンライン、オフライン、使
用中などのユーザや端
末の状況を示す情報

コンテクスト：
ユーザの位置や行動，
ネットワークの利用状況
など，対象物の状態，
周辺状況を示す情報

PAN : Personal Area Network


